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ブランド品消費のナウキャスティング
─ Google Trend を使った予測
Nowcasting of luxury brand consumption













Trend の検索件数③ 2014 年 3 月の駆け込み需要ダミー④ 2014 年 4 月の駆け込み需要反動ダミーで
推計した。「雑貨」については、①１ヵ月前の「雑貨」売上高② Google Trend の検索件数③ 2014
年 3 月の駆け込み需要ダミー④ 2014 年 4 月の駆け込み需要反動ダミー④ Google Trend による「訪
日外国人」検索件数 ― で推計した。④の「訪日外国人」検索件数は、中国人の購買行動を反映
させるためである。
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デービッド・アーカー（2014）『ブランド論 ― 無形の差別化をつくる 20 の基本原則』は、





















の月の終了後すぐには発表されない。たとえば、8 月のデータが発表されるのは９月 20 日あた
りである。8 月のデータを、8 月が終わってできるだけ早い時期に計算しようというのが本論文
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２−３．先行研究
Google Trend を使って予測をしたものには、HYUNYOUNG CHOI and HAL VARIAN（2012)、
白木・松村・松本（2013）などがある。HYUNYOUNG CHOI and HAL VARIAN の『Predicting 
the Present with Google Trends』では、自動車販売、失業率、旅行についての予測を行っている。
自己回帰モデルを想定し、そのモデルに Google Trend の検索件数を加えることで予測精度が高
まるかどうかを検証している。自動車販売では、SUV（スポーツ用多目的車）に関する用語と




































月から 2010 年 3 月まで。
これをみると、「食料品」の所得弾性値は 0.22 と小さいが、「身のまわり品」は 0.54、「雑貨」は 0.59
と大きい。「身のまわり品」や「雑貨」には、所得が増えるほど消費が増えるという「上級財」
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2004 年から 2015 年 9 月までの「身のまわり品」「雑貨」の月次売上高は以下である。
※図表 2　「身のまわり品」、「雑貨」の月次売上高
※図表 3　「身のまわり品」、「雑貨」の季節調整値
2004 年から 2008 年 3 月頃までは、「身のまわり品」「雑貨」ともにほぼ同じ売上高であったが、
2008 年 4 月以降からリーマンショックの影響からか売上は減少していた。しかし、2014 年 3 月
には消費税増税前の駆け込み需要があったことで売上は大きく伸びた。グラフの最後、2015 年 4
月をみると、2008 年以前の売上高に回復している。それは、訪日外国人の影響だと考えられる。
百貨店での訪日外国人購買客数が 2013 年 2 月から連続のプラスで、都市部での売上前年比もプ
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※図表 5　百貨店売上高と LVMH 売上高の比較







Google Trend は、Google 社が行っているサービスである。あるキーワードを入れると、それ
がどのくらい検索されたかが、時系列で入手できる。　グラフでみることもできるし、週次のデー
タとして入手することもできる。
※図表 6　エルメス、グッチ、プラダの検索件数（2004 年 1 月から 2014 年 11 月）
　　　　　　　　　（出所 ） GoogleTrend




























分析とは、簡単に説明すると、いくつものデータを 1 つにまとめたものだ。例えば、x と y から
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変数名 係数 標準誤差 t 値 P値
定数項 26821.54 7401.44 3.62 0.00
CPBD（-1）     0.83    0.05 17.28 0.00
Adjusted R-squared 　0.683302




2014 年 3 月には大きな駆け込み需要があり、4 月にはその反動で大きくブランド消費が減ったが、
その影響をとらえきれていない。そこで 2014 年 3 月を 1、それ以外の期を 0 とするダミー変数
を DUM0314、2014 年 4 月を 1、それ以外を 0 とするダミー変数を DUM0414 として、説明変数




変数名 係数 標準誤差 t 値 P値
定数項   7375.57 2830.19   2.61 0.01
CPBD（-1）      0.95    0.02  52.06 0.00
DUM0315  63783.28 3831.49  16.65 0.00
DUM0415 -96709.53 3972.65 -24.34 0.00
Adjusted R-squared 　0.9568
自由度修正済み決定係数は大幅に改善し、0.96 となった。この式に、Google Trend の検索件
数を含めて推計し、Google Trend が予測に役立つかどうかを検証する。
上記の式に、Google Trend の検索件数を含めて計算した式は、以下である。bland10t は、ブ
ランド消費と関係のあるブランド名 10 個の検索件数について主成分分析で一つにまとめたもの




変数名 係数 標準誤差 t 値 P値
定数項  18107.42 4563.39   3.97 0.00
CPBD（-１）      0.88    0.03  29.74 0.00
DUM0315  64260.10 3730.26  17.23 0.00
DUM0415 -９１５５０.５８ 4241.70 -２１.５８ 0.00
BLAND10    702.46  238.23   2.95 0.00
Adjusted R-squared 　0.9591
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Google Trend の検索件数の t 値をみると、2.95 である。「係数がゼロである」という帰無仮説
を有意に棄却できる。つまり、Google Trend は予測に役立つということである。また、決定係
数は 0.9567 から 0.9591 へと上昇しており、予測力が増すことが考えられる。
　決定係数とは、推計値がどの程度実績値を再現できるかの尺度だ。偏差の二乗和である、全
変動を推定値の変動と残差の二乗和に分解し、全変動に対する推定値の変動の割合を決定係数と
呼ぶ。決定係数は、ゼロ以上 1 以下の値をとり、1 に近いほどあてはまりが良いとされる。
第 6章　外国人観光客について
６−１．増加している外国人観光客
日本政府観光局（JNTO）によると、2015 年の訪日外国人は、前年同月比 47.1% 増の 197 万 3
千人となり、過去最高だった 2014 年（1,341 万人）を大幅に超えた。それに伴い、訪日外国人購
買客数が約 250 万人、売上高は約 1943 億円となった。訪日外国人を国別でみると、中国人が多い。
そこで前節の推計式に、「中国人」や「訪日外国人」、中国の休暇である「春節」や「国慶節」、「爆
買」や「円安」といったワードの検索件数を説明変数として加え、有意になるかどうかを検証した。
春節とは、中国や台湾の旧正月のことで、1 月から 2 月にある。この休暇期間は長いので、遠
くに旅行に行く場合が多く、最近では日本への旅行者が増えている。











への出国者数は 2010 年のときには 370 万人だったのに対し、2014 年には 270 万人と、5 年間で
100 万人減少した。このため、検索件数も減少傾向にあると考えられる。
「訪日外国人」は 2010 年から検索件数が増え、最近では大幅に増えている。円安で海外から
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反動に関する 2 つのダミー変数、ブランドに関する Google Trend の検索件数に加え、中国関連
の Google Trend の検索件数を加えた。表では、中国関連の Google Trend の検索件数のみの係数、
t 値などを表示している。yt = a + b1 yt-1 + b2dum0314t + b3dum0414t + b4bland10t + b 5 xt + et
※図表 13　「身のまわり品」と「雑貨」が yt の場合
追加した変数 係数 標準誤差 t 値 P値
推計式 1 訪日外国人  13.83 17.67  0.78 0.44
推計式 2 爆買   4.38  8.57  0.51 0.61
推計式 3 円安  -1.00  6.00 -0.17 0.87
推計式 4 中国人  -1.32  4.64 -0.28 0.78
推計式 5 春節  -4.51 11.51 -0.39 0.70
推計式 6 国慶節 -39.15 55.33 -0.71 0.48
※図表 14　「身のまわり品」
追加した変数 係数 標準誤差 t 値 P値
推計式 1 爆買   1.26  5.26  0.24 0.81
推計式 2 円安  -0.26  3.75 -0.07 0.95
推計式 3 訪日外国人  -2.11 11.22 -0.19 0.85
推計式 4 春節  -2.25  6.98 -0.32 0.75
推計式 5 中国人  -1.54  3.07 -0.50 0.62
推計式 6 国慶節 -18.86 33.62 -0.56 0.58
※図表 15　「雑貨」が yt の場合
追加した変数 係数 標準誤差 t 値 P値
推計式 1 訪日外国人  22.44  7.76  2.89 0.00
推計式 2 爆買   ７.１５  3.92  １.８３ 0.07
推計式 3 円安   ２.９０  2.78  １.０４ 0.30
推計式 4 春節  -３.４０  5.20 -０.６５ 0.51
推計式 5 国慶節 -２０.６５ 25.06 -０.８２ 0.41











次に、Google Trend を使って、実際ブランド品消費額を予測した。表 2 にある、ブランド品
消費と相関の高い検索語ベスト 10（BLAND10）を 1 つの変数としてまとめ、それを使って「身
のまわり品」と「雑貨」を予測に使う。
まず「身のまわり品」の予測では、百貨店売上高の「身のまわり品」（CPBD1）と BLAND10、
消費税が 8% になる前の 2014 年 3 月の駆け込み需要と 2014 年 4 月の駆け込み需要後（さらに日




変数名 係数 標準誤差 t 値 P値
定数項  10489.19 2731.83   3.84 0.00
CPBD1      0.85    0.04  22.64 0
BLAND10    448.05  147.14   3.05 0.00
DUM0314  22364.65 2322.70   9.63 0.00
DUM0414 -30874.69 2483.27 -12.43 0.00
Adjusted R-squared　0.930008
推計値と誤差のグラフは図表　となった。平均絶対誤差（各期の誤差の絶対値の平均）は 145
万 9600 円で、平均絶対誤差率（平均絶対誤差の実績値に対する比率）は 2.1% となった。
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※図表 17　「身のまわり品」の予測と実際の売上高
次の「雑貨」の予測では、百貨店売上高の「雑貨」（CPBD2）と BLAND10、消費税が 8% に
なる前の 2014 年 3 月の駆け込み需要と 2014 年 4 月の駆け込み需要後、さらに「雑貨」との相関




変数名 係数 標準誤差 t 値 P値
定数項   8020.59 2079.434   3.86 0.00
CPBD2      0.90     0.03  35.37 0
BLAND10    382.58   109.63   3.49 0.00
DUM0314  41360.78  1688.64  24.49 0.00
DUM0414 -６０１８８.５３  2027.12 -２９.６９ 0.00
HONICHI     22.44     7.76    2.89 0.00
Adjusted R-squared　0.970568
推計値と誤差のグラフは図表　となった。平均絶対誤差（各期の誤差の絶対値の平均）は 109
万 5180 円で、平均絶対誤差率（平均絶対誤差の実績値に対する比率）は 1.4% となった。
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yt = a + b1 yt-1 + b2dum0314t + b3dum0414t + b4bland10t + b5stockt + et
yt = a + b1 yt-1 + b2dum0314t + b3dum0414t + b 4bland10t + b 5 yent + et
yt = a + b1 yt-1 + b2dum0314t + b3dum0414t + b4bland10t + b 5stockt + b 6 yent + et
「身のまわり品」の推計は以下である。結果推計期間は 2004 年 2 月から 2015 年 8 月までだ。
※図表 20
変数名 係数 標準誤差 t 値 P値 係数
標準
誤差 t 値 P値 係数
標準
誤差 t 値 P値
C 11735.75 2703.342 4.34 0 9781.449 2644.872 3.70 0.0003 9279.54 3022.135 3.07 0.0026
MINOMAWARI_SA(-1) 0.805341 0.040906 19.69 0 0.774449 0.043798 17.68 0 0.771104 0.044988 17.14 0
BLAND10 557.235 148.8695 3.74 0.0003 476.9383 142.2583 3.35 0.001 452.4649 159.1999 2.84 0.0052
DUM0315 21947.8 2271.547 9.66 0 22000.17 2244.08 9.80 0 22039.09 2254.328 9.78 0
DUM0415 -30118.88 2438.511 -12.35 0 -29454.88 2434.596 -12.10 0 -29362.71 2457.083 -11.95 0
STOCK 0.18206 0.06554 2.78 0.0063 -0.051138 0.147344 -0.35 0.7291
YEN 64.33426 19.4851 3.30 0.0012 78.13045 44.29852 1.76 0.0801














変数名 係数 標準誤差 t 値 P値 係数
標準
誤差 t 値 P値 係数
標準
誤差 t 値 P値
C 14638.67 2127.15 6.881822 0 11251.68 1857.187 6.058454 0 12996.49 2136.163 6.084036 0
ZATTUKA_SA(-1) 0.762053 0.031545 24.15796 0 0.703041 0.036181 19.43101 0 0.705238 0.035985 19.59805 0
BLAND10 558.9176 101.0201 5.532737 0 404.0292 94.71795 4.265603 0 469.6951 102.467 4.583868 0
DUM0315 40834.73 1495.095 27.31247 0 41103.38 1458.607 28.1799 0 40964.86 1452.178 28.20926 0
DUM0415 -54861.98 1988.268 -27.59286 0 -52311.72 2098.006 -24.93402 0 -52472.53 2087.5 -25.13654 0
HONICHI -18.27676 9.508033 -1.922244 0.0567 -17.79257 8.931454 -1.992124 0.0484 -22.48941 9.336709 -2.408708 0.0174
STOCK 0.399461 0.064618 6.181842 0 0.163166 0.100554 1.622679 0.1071
YEN 131.1738 19.2615 6.810155 0 92.26341 30.68338 3.006951 0.0032
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